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５章　野菜類

ダイコン　英名：Japanese radish　分類：アブラナ科ダイコン属に属する野菜
　学名：Raphanus sativus L.var. longipinnatus

・原産地：地中海沿岸から中東。
・温度適応性：冷涼な気候を好む。
・発芽適温：最適温度 24 ～ 28℃、15 ～ 35℃程度が実用上の限界温度。
・�生育適温：17 ～ 21℃。生育初期には高温にも耐えるが、平均 25℃を越えると、根部の肥大
が悪くなり、肥大後は軟腐病や生理障害が発生しやすくなる。
・光適応性：比較的強い光を好み、日照量が少ないと生育が遅れる。
・土壌適応性：土壌適応性は広いが、通気、排水性がよく有機質に富む深い耕土がよい。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（ph5.5 ～ 6.8）。
・花芽分化と抽苔：種子春化型（シードプラントバーナリゼーション）
発芽直後から低温に感応し、花芽分化が起こり、分化後は高温長日で抽苔が促進される。ダ
イコンの感応限界温度は 12℃以下、最も敏感な低温域は 5～ 7℃前後とみられ、この温度
域に一定期間遭遇すると花芽分化する。低温感応性や抽苔の早晩性は、品種間差が見られ、
晩抽系品種は秋まき用品種に比べて、低温遭遇時間の要求量が多くなる。

・作型別栽培方法
（１）�トンネル春どり栽培：ビニールトンネルを利用した 10 ～ 3 月まき、3～ 5月どりの栽培。

この作型では、2月以降は日射が強くなり、トンネル内の温度が上昇してくるのでトン
ネルの換気に注意する。

（２）�春まき夏どり栽培：中間地の 4～ 5 月上旬まき、6～ 7 月どり、冷涼地の 5月上旬～ 6
月中旬まき、7～ 8 月どりの栽培。この時期は寒暖の差が大きく、抽苔の危険性がある
ので、晩抽性の品種を使用する。

（３）�夏まき秋どり栽培：6 月下旬～ 8月中旬まきで、8月下旬～ 10 月中旬どりの栽培。生育
期の気温が高く、各種病害虫、生理障害が発生し、年間を通じて最も難しい作型で、冷
涼地の栽培が中心である。

（４）�秋まき秋冬どり栽培：8 月下旬～ 10 月上旬まき、11 ～ 2 月にかけて収穫する。生育適
温下での栽培であり、年間を通じて最も栽培面積が多い。1～ 2 月どりは暖地の栽培で
あり耐寒性のある品種を使用する。


